
1.図のような両端支持梁に(A点から1/2まで等分布荷重が作用するとき、

(1)反力L′ RBを求めよ。       
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(2)SF⊇ 、Bヽ① 線図を書き、最大曲げモーメント4卿χを求めよ
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平成 26年度 安井研模試

科目1  機力

図は変位 yに よりばね定数kのばねと減衰係数

cの ダンパが振動し,これによって生じる力が質

量 血 の物体に作用し,物体が振動している場面

を示している.こ の物体の強制振動 x(t→∞での

応答 x)を求めよ,ただしy=Ysinωtとする。
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平成2o年度 安井研模試

科目1 熱力学
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平成 26年度 安井研模試

問題 2

ディァゼルサイクルを考える。圧縮比 12、 圧縮始めは 0.lMP五 、

たり 1250kJ/kgの熱供給がある。作動流体は空気 とする。ただし、

次の性質を持つものとして計算せよ。

比熱比 k=1.400           P
定圧■勢 %:=1七〇95[り/(たθ・κ)]

定容比熱 cυ =0.71o[り/(たθ・κ)]
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空気は理想気体とし、
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(1) 圧縮後の圧力と温度を求めよ。

(2)加 熱後の圧力と温度を求めよ。

(3) 膨張後の圧力と温度を求めよ。

(4)熱 効率を求めよ。     |
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平成 26年度 第 1回大学院入学試験対策模試 担当 :小倉

科 目1 流体力学 |

1.図 1'の ように、水平に円管とノズルがフランジを介して取り付けられている。その中

を水が流れており、ノズル出日から噴出している:水の密度をρ、重力加速度をふ 円管の

内径をグとする:円管内及びノズル出回の断面内の流速はす様で(それぞれ 助:|のであ

る。また、流れは定常である:こ のとき以下の問いに答えよ。ただし、流れの損失はない

ものとする。                |   ‐

細管 1 細管 2
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図 1フ ランジで取り付けられた円管とノズル

(1)図 1の ようもに、円管の側壁へ鉛直上向きに2本の細管を設置して細管内の水面高さを

測定したところ、細管1内の水面高さが細管2の水面高さよりもヵだけ高くなつた。なお、

両細管の上端とノズル出口は大気開放されている。また、細管 1の下部は90度曲げられ

ており、その先端は円管の中心軸に沿つて上流に向けられてしヽる:こ のときであと力の間

に成り立っ関係を1示せ。    |              |
(2)ノ ズル出口での静庄ル を、円管内の静圧ρゴ、及びρ、め、|の を用いて表せ。 |
(3)図 中の点線のような検査体積を考える。検査体積の入口断面を流れる水の質量流量を

求めよ。  イ ー   |                  ・‐ ‐ ‐         出する運動皇lま どれだけ増加するか8蓮動皇(の 検査体積に流入する運動量に対して、流

の増分をρtよ 助(のを用いて表せ。

(5)フ ランジを引き離そうとする力 Fを ρ、よ―め、場 を用いて表せ。なお、検査体積の

右端断面の圧力はtノ ズル出口の水の静圧ル と等しいと近似できるも
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平成 26年度 第 1回大学院入学試験対策模試

科目1 流体力学
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担当 :長谷平成 26年度 安井研模試

科目 1自 動制御理論

次の制御系に対 して設間に答えよ.

(1)制御系が安定であるための条件を求めよ.〕
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平成 26年度 安井研模試

科目1 生産カロエ

担当 :林

名 前

ニッケルクロム鋼の平フライス削 りを行つている。被削材幅 80血m,被削材長 さ800-,

切込み深 さ5mmの平面削 りで,使用するフライスは直径 70 1rm,刃数 14枚の高速度鋼の

平フライスである.

(1)フ ライス盤の主軸回転数 とテーブル送 り量を算出せよ。ただし,切削速度は 20」min

とする。[70点 ]

(2)上記問題において加工時間は何分になるか.ただし,フ ライスカッターのアプロー

チ長 さは 20 mm,オーバー トラベル長 さの合計値も20111mと する。[30′点]     ‐

(1)切 削速度 20m/minよ り,

つN二 7 →  π×70剤
=20                             ピ

1000              1000

.   したがつて,N=2X104.90.945～ 91   主軸回転数は91 Thと なる。

表 1よ り,1刃あたりの送り量は0.15 mmんoothなので,テニブル送り量は,

0.15× 14× 91=191.1(Ш的/miD

0).端 ■ル+五十πttη

=800+20+2014.395～ 4.4(分)
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表 1 フライス作業における 1刃 あた りの送 り量
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(軟)鋳 鉄 170 20 0.2 0.25 0.07 0.05 0.04

(硬 )鋳 鉄 220 25 0.1 0.15 0.05 0.02 0102

炭素鋼 (軟 ) 140 50 0.2 0.25 0.07 0.05 0.04

炭素鋼 (硬 ) 220 75 0.1 0.15 0.06 0.03 0.03

ニッケルクロム鋼 220 75 0,1 0.15 0.06 ・ 0:03 0.03

アルミ■ウム 35 0.15 0.2 0.07 0.05 0.04

銅 0.2 0.25 0.1 0.05 0.05


